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平成２８年（ワ）第１２７８５，１７６８０，２８２１９号 損害賠償等請求事件 

平成２８年（ワ）第３２３５８号 損害賠償等請求事件 

原 告   部落解放同盟 外２４８名 

被 告   示現舎合同会社 外２名 

 

証拠説明書 

平成３０年２月２７日 

東京地方裁判所民事第１３部合 B 係 御中  

被 告   示現舎合同会社 

上記代表者代表社員   宮 部  龍 彦 

被 告   宮 部  龍 彦 

被 告   三 品  純 

号 証 標 目 原本 /写

し 

作成年月日 作 成 者 立証趣旨 

乙２３９ 衆議院会議録情報 第０８２回

国会 内閣委員会 第５号 

写し S52.11.15 衆議院 同 和 地 区

精 密 調 査

報告書（乙

２３８）が’

部 落 地 名

総 鑑 事 件

の 後 に 急

に 秘 密 の

も の と 認

識 さ れ た

こと 

乙２４０ 同和対策審議会答申（附属書類

全文）昭和４０年８月１１日 

写し S40.8.11 同和対策審

議会 

昭和３７，

３ ８ 年 の

同 和 地 区
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精 密 調 査

が 公 に な

っ て い る

こと 

乙２４１ 「全国部落調査」流出と日本社

会事業大学図書館 

写し H29.9 原告近藤登

志一 

全 国 部 落

調 査 が 社

会 事 業 大

学にあり、

原 告 近 藤

登 志 一 が

同 図 書 館

に 圧 力 を

か け た こ

と 

乙２４２ 移動経験と被差別アイデンティ

ティの変容 

写し H18.5.31 桜井厚 解 放 同 盟

東 京 都 連

に 税 金 対

策 で 加 入

した業者、

部 落 と 無

関 係 な 者

が 多 数 い

ること 

乙２４３ 屠場労働は「残酷」と 事件は広

告業界全体の課題だ 差別ＣＭ 

第２回糾弾会 

写し H28.5.16 解放新聞社 肉 屋 は 部

落 と い っ

た ス テ レ

オ タ イ プ

に 解 放 同

盟 が 便 乗

し て い る

こと 

乙２４４ 誰ひとり差別性指摘せず 差別 CM

事件第３回確認会で明らかに 

写し H28.2.15 解放新聞社 

乙２４５ 【視点】日本の被差別民――隠

れた階級制度 

写し H27.11.27 BBC 原 告 近 藤

登 志 一 が

取 材 に 応

じ た 海 外

メ デ ィ ア
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の 記 事 で

暴 力 団 に

部 落 民 が

多 い か の

よ う な 報

道 が さ れ

て い る こ

と 

乙２４６ 部落問題セミナー１部落問題 写し S39.5.15 部落問題研

究所 

部 落 を 隠

すこと、卑

下 す る こ

と が 丑 松

根 性 と し

て 非 難 さ

れたこと。 

乙２４７ 性の隠喰、その拒絶 写し H8.3.1 桂秀実 

乙２４８ 部落探訪（５１）特別編大阪府

大阪市浪速区浪速東・浪速西・

大国町（前編） 

写し H29.12.4 被告宮部 大 阪 市 が

同 和 事 業

を 止 め た

途 端 に 同

和 地 区 に

住 宅 が 建

て ら れ 売

れ て い る

こと 

乙２４９ 部落探訪（５８）大阪府大阪市

淀川区加島一丁目 

写し H30.2.16 被告宮部 

乙２５０ 崇仁地区解放と土地買収の経過 写し H4.12 前田知克 解 放 同 盟

が 同 和 地

区 の 線 引

撤 廃 に 反

対 し て 土

地 売 買 の

障 害 に な

ったこと 

乙２５１ 元禄国絵図＿摂津 写し 元禄 9-15 江戸幕府 現 在 は 忘

れ 去 ら れ

た 部 落 が

あること 

乙２５２ 天保国絵図＿摂津 写し 天保 6-9 江戸幕府 
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乙２５３ 原告_傍聴者・怒りの声 _ 「全

国部落調査」復刻版 出版差し止

め事件裁判 

写し H29.12.26 原告解放同

盟 

原 告 解 放

同 盟 が 裁

判 の 内 容

に つ い て

イ ン タ ー

ネ ッ ト で

発 信 し て

いること 

乙２５４ 藤川正樹 陳述書 _ 「全国部落

調査」復刻版 出版差し止め事件

裁判 

写し H29.12.26 原告解放同

盟 

乙２５５ 部落解放同盟中央執行副委員長 

片岡明幸 陳述書 _ 「全国部落

調査」復刻版 出版差し止め事件

裁判 

写し H29.12.26 原告解放同

盟 

乙２５６ 部落解放同盟東京都連合会国立

支部長 宮瀧順子 陳述書 _ 

「全国部落調査」復刻版 出版差

し止め事件裁判 

写し H29.12.26 原告解放同

盟 

乙２５７ 天保国絵図＿播磨 写し 天保 6-9 江戸幕府 歴 史 文 書

に 部 落 の

記 述 は 珍

し く な い

こと及び、

仙 正 は 皮

田 村 と の

扱 い を 撤

廃 さ れ た

こと 

乙２５８ 太政類典・外編・明治四年～明

治十年・地方二・地方二 

写し M4.11.8 大蔵省 

乙２５９ 糾弾会の正当性を主張 写し H17,12,26 原告解放同

盟 

山 端 忠 義

氏 が 解 放

同 盟 三 重

県 連 の 役

員 で あ る

こ と は 解

放 同 盟 の

ウ ェ ブ サ

イ ト で 確

認 で き る

こと 

乙２６０ 2012 年版三重県名張市下比奈知 写し H23 被 告 宮 部 山 端 忠 義
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の電話帳 （NTT 西日

本電話帳を

もとに作成） 

氏 の 住 所

は 電 話 帳

で 分 か る

こと 

乙２６１ 当事者一覧 写し H30.2.24 被告宮部 原 告 の ほ

と ん ど に

ついて、解

放 同 盟 関

係 者 で あ

る こ と は

ウ ェ ブ 上

の 情 報 で

公開され、

住 所 電 話

番 号 も 電

話 帳 で 確

認 で き る

状 態 に あ

ったこと 

乙２６２ 平２７（ネ）３１７６号損害賠

償請求控訴事件判決 

写し H28.11.16 大阪高等裁

判所 

自 ら 同 和

地 区 で 育

っ た と 公

言 し て い

た 者 に つ

いて、同和

地 区 出 身

と の 事 実

を 摘 示 し

た こ と へ

の 賠 償 を

否 定 し た

例 が あ る

こと 

乙２６３ 雑種賎民 - Wikipedia 写し H30.2.24 ウィキメデ

ィア財団 

雑 種 賎 民

は 学 術 用

語 で あ る
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こと 

乙２６４ 明日を拓く第一〇五号 2014 年 3

月 

写し H26.3 東日本部落

解放研究所 

原 告 松 島

幸 洋 の 解

放 同 盟 で

の 役 職 は

イ ン タ ー

ネ ッ ト で

公 開 さ れ

て い る こ

と 

乙２６５ 込皆戸の歴史と生活 写し H6.1.20 東日本部落

解放研究所 

込 皆 戸 の

部 落 に つ

い て は 原

告 松 島 幸

洋 が 関 与

す る 団 体

が 出 版 物

で 公 表 し

たこと 

乙２６６ 部落探訪（５４）群馬県前橋市

粕川町込皆戸（前編） 

写し H30.1.12 被告宮部 込 皆 戸 で

直 接 確 認

す る と 原

告 松 島 幸

洋 の 陳 述

と は 異 な

る 事 柄 が

あること 

乙２６７ 部落探訪（５４）群馬県前橋市

粕川町込皆戸（後編） 

写し H30.1.17 被告宮部 

乙２６８ 込皆戸住宅地図 写し H30.1.15 ゼンリン 「 込 皆 戸

の 歴 史 と

生活」にあ

る 坂 本 姓

が 集 中 し

た 場 所 は

住 宅 地 図

で 容 易 に

確 認 で き



7 

 

ること 

乙２６９ 部落解放の大道切り拓く 部落

解放同盟第 60 回全国大会 

写し H15.5.19 原告解放同

盟 

原 告 高 橋

康 雄 が 解

放 同 盟 関

係 者 で あ

る こ と は

イ ン タ ー

ネ ッ ト で

公 開 さ れ

て い た こ

と 

乙２７０ 第５章 同和教育 写し H30.2.17 飯山市 飯 山 市 静

間 に 同 和

地 区 が あ

る こ と は

飯 山 市 の

ウ ェ ブ サ

イ ト で 確

認 で き る

こと 

乙２７１ いいやま人権福祉センター条例 写し H18.3.27 飯山市 

乙２７２ 三重県人権施策審議会委員名簿 写し H29.10.2 三重県 原 告 松 岡

克 己 の 解

放 同 盟 で

の 役 職 は

三 重 県 の

ウ ェ ブ サ

イ ト で 確

認 で き る

こと 

乙２７３ 被差別部落に生きる 写し S58.6.15 松井久吉 松 井 久 吉

の 出 身 地

が 伊 賀 市

八 幡 町 の

部 落 で あ

る こ と は

出 版 物 か
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ら 分 か る

こと 

乙２７４ 八幡町市民館 写し H29.1.26 伊賀市 伊 賀 市 八

幡 町 に 同

和 地 区 が

あ る こ と

は 伊 賀 市

の ウ ェ ブ

サ イ ト で

確 認 で き

ること 

乙２７５ 2007 年版三重県伊賀市八幡町の

電話帳 

写し H19 被 告 宮 部

（NTT 西日

本電話帳を

もとに作成） 

伊 賀 市 八

幡 町 に 解

放 同 盟 の

支 部 が あ

る こ と は

電 話 帳 で

確 認 で き

ること 

乙２７６ 三重県部落史料集近代篇 写し S49.12.15 三重県厚生

会 

三 重 県 内

の 部 落 の

一 覧 が 出

版 さ れ て

いたこと 

乙２７７ もてる力を持ち寄ってつくる

「ぬくもりのまち」 

写し H30.2.25 財団法人大

阪府人権協

会 

原 告 塩 谷

幸 子 が 解

放 同 盟 関

係 者 で あ

る こ と は

大 阪 府 人

権 協 会 の

ウ ェ ブ サ

イ ト で 確

認 で き る

こと 

乙２７８ 暮らしのアンケート調査報告書 写し H29 部落解放同 解 放 同 盟
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盟大阪府連

合会 

大 阪 府 連

が 大 阪 府

内 の 同 和

地 区 を 調

査 し た 資

料 を 配 布

したこと 

乙２７９ 「部落の血筋で難病」と チラ

シに掲示許可出す 

写し H26.3.17 解放新聞社 原 告 田 村

賢 一 が 解

放 同 盟 の

役 職 者 で

あ る こ と

は ウ ェ ブ

で 公 開 さ

れ て い る

こと 

乙２８０ 教科書無償闘争 写し H30.2.25 原告解放同

盟 

高 知 市 長

浜・原が部

落 で あ る

こ と は 解

放 同 盟 が

ウ ェ ブ で

公 開 し て

いること 

乙２８１ 長浜南部地区の起源と歴史 写し H26,7,1 部落解放同

盟長浜支部 

高 知 市 長

浜・原の光

内 姓 の 由

来 に つ い

て 解 放 同

盟 支 部 の

出 版 物 で

公 表 さ れ

て い る こ

と 

乙２８２ 男女共同参画センターよりん彩 写し H30.2.25 鳥取県 原 告 下 吉

真 二 の 解
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放 同 盟 の

役 職 は 鳥

取 県 の ウ

ェ ブ サ イ

ト で 公 開

さ れ て い

ること 

乙２８３ 鳥取県における新部落の形成 写し H30.10 宇田川宏 倉 吉 市 内

に 明 治 後

期 以 降 に

掲 載 さ れ

た 「 新 部

落」が多数

あること 

乙２８４ 別件の話題 写し H19.1.17 不詳 倉 吉 市 役

所 内 の 同

和 関 係 の

文 書 の あ

り 方 を 疑

問 視 す る

メ ー ル が

あ っ た こ

と 

乙２８５ 三品純 陳述書 写し H30.2.27 被告三品 被 告 三 品

純 の 主 張

の内容 

乙２８６ 狭山事件を考える飯塚市住民の

会結成総会と学習会 

写し H21.8.3 解放新聞社 原 告 安 永

勝 利 の 解

放 同 盟 の

役 職 は 解

放 同 盟 の

ウ ェ ブ サ

イ ト で 公

開 さ れ て

いること 

乙２８７ 直⽅市 同和施設所在地 ＨＰに 写し H22.12.30 西日本新聞 九 州 の 自



11 

 

 

 

条例に番地 全⽂を削除 九州２

１⾃治体も 

治 体 の ウ

ェ ブ 例 規

集 が 事 実

上 同 和 地

区 一 覧 に

な っ て い

たが、解放

同 盟 福 岡

府 連 の 圧

力 で 一 部

削 除 さ れ

たこと 

乙２８８ 飯塚市同和対策施設条例 写し H18.3.26 飯塚市 飯 塚 市 の

同 和 地 区

の一覧。 


